
 

 

平成 29年４月 28日 

各 位 

                                                会 社 名  郵船ロジスティクス株式会社 

                                               代表者名  代表取締役社長 水島 健二 

                                              （コード番号 9370、東証第一部） 

                                        問合せ先 コーポレートコミュニケーション部長  

                                          髙野 健 

                                 （TEL.03－6703－8298） 

 

特別損失の計上特別損失の計上特別損失の計上特別損失の計上およびおよびおよびおよび通期連結業績予想通期連結業績予想通期連結業績予想通期連結業績予想と実績との差異にと実績との差異にと実績との差異にと実績との差異に関するお知らせ関するお知らせ関するお知らせ関するお知らせ    

  

 当社は平成 29 年 3 月期決算において、固定資産の減損処理に伴い特別損失を計上しましたので下記

のとおりお知らせいたします。また、平成 29年 1月 31日に公表しました平成 29年３月期の連結業績

予想と本日公表の実績値に差異が生じましたので、併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失の計上 

   当社が大阪市住之江区に所有する建物及び土地について、売却処分により回収可能価格が帳簿

価格を著しく下回る見込みであるため、減損損失 1,439百万円を特別損失に計上しました。 

 

２．平成 29年３月期通期連結業績予想と実績との差異（平成 28年４月１日～平成 29年３月 31日)  

            
営業収益 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

430,000 

百万円 

5,000 

百万円 

6,500 

百万円 

200 

円 銭 

4.74 

実績値（Ｂ） 439,141 4,224 5,970 △2,511 △59.54 

増減額（Ｂ）－（Ａ） 9,141 △776 △530 △2,711 － 

増減率（％） 2.1 △15.5 △8.1 －  － 

（参考）前期実績 

（平成28年３月期） 
 469,816 9,057 10,003 2,699 64.01 

 

３．差異の理由 

   海上事業、航空事業においては順調に取扱いを伸ばしましたが、日本やアジアにおける航空事業

の厳しい環境からの回復に想定以上の時間を要しました。ロジスティクス事業においては、米州の

荷動きに力強さがみられませんでした。また、日本では一時費用を計上したことも影響し、営業利

益、経常利益は想定に至りませんでした。加えて、上述の特別損失の計上等により、親会社株主に

帰属する当期純利益は予想を下回りました。 

 

以上 


